
　4月9日(水)、小中学校で入学式があり、小学校14人、中学校19人の新入生が真新し
い制服に身を包み、新たな学校生活をスタートさせました。
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ＩＰ告知端末の終了に係る大切なお知らせ

IP告知端末の代わりに
「防災行政無線」で
町からのお知らせを

放送します

●�令和7年9月30日をもって、IP告知端末で
の町からのお知らせの放送を終了します。

●�域内無料電話(「5」をつけて電話)も令和7年
9月30日をもってサービスを終了します

防災行政無線

年月　　　 防災無線 IP 告知端末
R7.4 IP 告知端末の終了及び防災無線へ移行する旨を周知

R7.5  防災無線の試験放送実施
 受信不可世帯の把握及び個別対応　

R7.9  告知放送、域内無料電話の終了
 (9月30日)

R7.10  防災無線での放送開始  機器の回収

IP 告知端末のサービス終了に伴い、住民の皆様に以下の作業を協力してもらう予定です。
1 �10月１日以降に、IP 告知端末の電源を切ってください。（コンセントを抜く）
2 �IP告知端末の返却をお願いします。電話線、LANケーブルの配線を変更する必要があります。
機器の返却等の詳細については、改めてお知らせいたします。

●スケジュール

町からのお知らせの放送機器の変更 域内無料電話の終了

IP告知端末

令和 7 年 10 月以降、防災行政無線で
町からのお知らせを放送します。

令和 7 年 10 月以降、域内無料電話が
利用できません。

令和 7 年 10 月 1 日から
「電話のみ」のサービスを

利用している方は
光通信サービス利用料 (300円/月額) が

無料になります。

令和 7 年 5 月より防災行政無線の
受信状況調査を行います。

定期的に試験放送を行いますので、
受信できない場合は、

総務財政課（７２-０６３１）まで
お問い合わせ下さい。
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＜廃止に至った経緯・背景＞
◆IP告知端末は、平成23年度から運用が始まった「まげなねっとかわもと」のサービスのひとつです。
◆�運用開始から14年目を迎えるなか、スマートフォンの急速な普及や町公式LINEの運用開始等により、スマー
トフォンを活用した情報収集に変化しています。

◆�また、まちづくり意見交換会等においても、IP告知端末の老朽化対策について、ご意見をいただくなど、機
器の老朽化対策も課題となっていました。

◆�さらに、運営にかかる経費(2,100万円/年間）やIP告知端末の更新費用(1億円）が想定されるなど、大きな
費用負担も課題となっていました。

◆�こうした状況を踏まえ、令和6年8月に開催したまちづくり意見交換会において、告知端末の課題や防災無線
と告知端末を一本化する方向性などの意見交換を行いました。

◆�意見交換会での意見を踏まえ、令和6年9月、12月議会において、IP告知端末の方向性を議論し、令和6年
12月議会にて、IP告知端末を廃止することが決定しました。

Q  

I
P
告
知
端
末
が
使
え
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
の
？

A  

朝
・
夜
の
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
は

防
災
行
政
無
線
で
行
い
ま
す
。
域

内
無
料
電
話
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

Q 

電
話
の
利
用
に
影
響
は
あ
る
の
？

A  

利
用
で
き
な
く
な
る
の
は
、「
域
内

無
料
電
話
」
の
み
で
す
。
通
常
の

電
話
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q  
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
影
響

は
あ
る
の
？

A  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q  

半
年
に
一
回
（
9
月
と
3
月

1,
8
0
0
円
）
に
払
っ
て
い
る
料

金
は
ど
う
な
る
の
？

A  

令
和
7
年
10
月
か
ら
電
話
の
み
利

用
し
て
い
る
方
の
料
金
は
無
料
と

な
り
ま
す
。
電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
利
用

し
て
い
る
方
の
料
金
に
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

Q 

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
影
響
は
あ
る
の
？

A  

テ
レ
ビ
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
視
聴
で
き
ま
す
。

Q 

I
P
告
知
端
末
は
ど
う
す
る
の
？

A  

I
P
告
知
端
末
は
返
却
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
返
却

時
に
は
、
電
話
線
、
L
A
N
ケ
ー

ブ
ル
の
配
線
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Q  

I
P
告
知
端
末
は
ど
う
や
っ
て
返

却
す
る
の
？

A  

改
め
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
集
会
所
等
に
回
収
B
O
X

を
設
置
し
、
そ
こ
に
返
却
し
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

返
却
時
に
は
、
配
線
作
業
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
対
応
が
難
し
い
方
は
、

町
で
の
対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q  
新
た
に
防
災
行
政
無
線
を
設
置
す

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
？

A  

総
務
財
政
課
︵
７
２
︱
０
６
３
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
職

員
が
訪
問
し
、
設
置
し
ま
す
。

Q  

防
災
行
政
無
線
が
受
信
し
て
い
る

か
ど
う
か
の
確
認
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
？

A  

5
月
か
ら
定
期
的
に
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
朝
・
夜

の
放
送
の
あ
と
に
、
防
災
行
政
無
線

か
ら
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
そ
の

放
送
が
流
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
正

常
に
受
信
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
総

務
財
政
課
︵
７
２
︱
０
６
３
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

防
災
行
政
無
線
の
障
害
対
応
に
か

か
る
経
費
は
町
が
負
担
し
ま
す
。

Q  

防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
聞
き
逃

し
た
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
？

A  

防
災
行
政
無
線
に
も
録
音
機
能
が
あ

り
、
聞
き
逃
し
た
放
送
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
川
本
町

公
式
L
I
N
E
で
も
、
放
送
し
た
内

容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q  

防
災
行
政
無
線
の
利
用
に
お
金
は
か

か
る
の
？

A  

防
災
行
政
無
線
は
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。

【
問
】ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
72

−

0
6
3
4
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議会 か わ も と

１
月
31
日
、
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
３
件
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
因
原
地
区
定
住
促

進
住
宅
建
設
工
事
の
変
更
契
約
締
結
の
議
案
で
は
、

外
構
工
事
︵
フ
ェ
ン
ス
）
の
施
工
に
つ
い
て
安
全
性
へ

の
指
摘
が
な
さ
れ
、
い
っ
た
ん
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

見
直
し
案
が
提
出
さ
れ
、
後
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算�（
第
6
号
）

国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
交
付
金
」 

事
業

・ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金

・ 

全
町
民
へ
の
商
品
券
配
布

・ 

町
内
事
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
策
補
助
金

◆
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

請
負
金
額
変
更
︵
因
原
地
区
定
住
促
進
住
宅
）

◆
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　
 

し
尿
処
理
施
設
「
志
谷
苑
」
改
修
に
係
る
負
担
割  

合
の
追
加

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
13
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
坂
町
長
の
施
政
方
針
の
後
、
執
行
部
提
案
の
議

案
46
件
と
、
委
員
会
提
案
の
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
８
名
の
議
員
か
ら
当
面
す
る
町
の

諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
期
中
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
川
本
堤
防
整
備
に
向
け
た
国
土
交
通
省
と
の

確
認
書
の
締
結
や
、
町
の
組
織
改
革
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

◆�

町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

 

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
務
を
行
う
に
つ

き
善
意
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
に
、
損
害
賠

償
額
を
限
定
し
て
そ
れ
以
上
の
額
を
免
責

◆�

職
員
の
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

 

国
の
規
定
に
基
づ
き
、
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立

し
、
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
改
正

◆
川
本
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
督
促
手
数
料
の
改
定︵
100
円
→
200
円
）

◆
廃
止
条
例
（
12
件
）

既
に
事
業
が
終
了
し
た
条
例
の
廃
止

◆
町
道
路
線
の
変
更

　

 

治
水
対
策
事
業
の
実
施
に
伴
う
町
道
久
料
谷
線
の
起

点
変
更

◆�

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
一
部
変
更

　

 

過
疎
対
策
事
業
債
活
用
予
定
事
業
の
変
更
︵
道
路
改

良
事
業
等
）

◆�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
（
任
期
３
年
）

︵
再
任
） 

堂
面 

和
正 

氏
︵
上
因
原
）

︵
再
任
） 

平
田 

知
昭 

氏
︵
古
市
）

◆
川
本
町
農
業
委
員
（
任
期
３
年
）

　
【
認
定
農
業
者
】

︵
新
任
） 

柴
原 

信
行 

氏
︵
下
佐
木
）　

　
【
認
定
農
業
者
に
準
じ
る
者
】

︵
再
任
） 

松
田 

美
知
子 

氏
︵
畑
野
）

︵
新
任
） 

森
口 

正
和 

氏
︵
下
佐
木
）

︵
新
任
） 

深
野 

幸
代 

氏
︵
上
組
２
）

　
【
中
立
委
員
】

 　
︵
新
任
） 平
田 

惠
美
子 

氏︵
正
蓮
寺
）

　
主
な
議
案
の
概
要

　
臨
時
会

　
３
月
定
例
会

条
例
案
件

主
な
議
案

そ
の
他
の
案
件

人
事
案
件

NO.155
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議会 か わ も と

◆
そ
の
他
の
会
計
の
予
算（
前
年
度
比
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
３
億
９
，９
１
５
万
４
千
円︵
▲
０
．９
％
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
１
億
４
，８
７
７
万
円︵
＋
１
．８
％
）

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
３
億
６
４
７
万
８
千
円︵
＋
０
．３
％
）

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
会
計

　
８
，８
５
３
万
４
千
円︵
＋
５
．６
％
）

◆
当
初
予
算
の
審
議

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業

会
計
の
当
初
予
算
は
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
審
議
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
す
べ
て
の
予
算
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
が
、
い
く
つ
か
の

事
業
は
実
施
手
法
に
再
度
検
討
を
要

す
べ
き
も
の
と
し
て
、
最
終
日
の
本

会
議
で
の
委
員
長
報
告
の
際
に
意
見

を
添
え
て
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
重
要
な
意
見
に
つ
い

て
は
、
附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

◆
当
初
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

附
帯
決
議
と
は
、
可
決
さ
れ
た
案

件
に
対
し
、
事
業
を
執
行
す
る
上
で

の
要
望
や
留
意
事
項
を
述
べ
る
た
め

に
提
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。
令
和
７

年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て
決
議

案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者
：
予
算
特
別
委
員
会

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

平
成
９
年
度
に
次
ぐ
過
去
２
番
目
の
大

規
模
な
予
算
編
成
と
な
っ
た
。
治
水
対

策
事
業
の
本
格
化
や
河
津
桜
公
園
整
備

事
業
等
の
実
施
に
よ
り
、
普
通
建
設
事

業
費
が
予
算
総
額
の
22
．
４
％
を
占
め

て
お
り
、
こ
の
割
合
は
今
後
も
高
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

歳
入
は
町
税
等
の
自
主
財
源
に
乏
し

く
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
、

町
債
等
の
依
存
財
源
が
全
体
の
78
．４
％

を
占
め
て
い
る
。
国
の
方
針
に
よ
っ
て
財

政
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
危
険
性
も

あ
る
た
め
、
財
政
規
律
の
維
持
に
留
意

し
、
歳
出
の
無
駄
を
省
く
こ
と
に
よ
っ
て

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
身

の
丈
に
合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
口
減
少

が
進
む
中
に
あ
っ
て
は
、
将
来
に
向
け

て
基
金
残
高
を
一
定
程
度
確
保
す
る
と

と
も
に
、
後
年
度
に
負
担
を
残
す
地
方

債
発
行
額
の
抑
制
に
努
め
、
子
や
孫
の

世
代
に
過
度
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
な

く
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
、
予
算
に
因
原
地
区
内

水
排
除
ポ
ン
プ
用
発
電
機
の
リ
ー
ス
料

と
、
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

予
算
特
別
委
員
会
で
の
議
論
の
経
過
も

踏
ま
え
、
緊
急
性
、
優
先
度
、
費
用
対

効
果
等
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
し
、
真

に
必
要
な
事
業
規
模
や
整
備
手
法
に
つ

い
て
再
度
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
。

当
初
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

令和７年度一般会計　
当初予算　55億7,935万円�（前年度対比　11.5％増）

「島根フィルティーズ」の運営　7,651万円
　山陰地方初の社会人女子硬式野球クラブの運営
◆ チーム運営費の補助
　運営主体：一般社団法人かわもと暮らし
　監督、選手等の人件費（15人分）、活動費補助
◆タウンプロモーション業務
　野球を通した戦略的なプロモーションを展開

有害鳥獣被害対策事業　400万円
◆捕獲対象鳥獣に「ヌートリア」を追加
　奨励金：1頭あたり 1,000 円
◆被害防止施設整備事業
　1/2 補助、上限を 5万円から 10万円に増額
　個人の追い払いに爆音機、モデルガンを補助対象

町道因原日向線改良事業　9,423万円
　国道261号線沿いの商業地へのアクセス向
上と豪雨時の福祉施設からの避難経路の確保
◆工事の概要
　�江川荘とやすらぎ荘の間の町道から鉄道用
地を通り、下因原中心地を結ぶ道路の新設

　道路延長 138ｍ、令和７年度末供用開始予定

高校支援「公設民営塾」の整備　2,100万円　　　　　
　生徒確保を目的として、国公立大学や難関私
立大学合格者の増加を目指す民営塾を整備
（平日15:00～21:00、土曜10:00～18:00）
◆ 民間委託による塾運営
　受験5科目、個別指導とオンライン指導を併用

河津桜公園整備事業　1億6,037万円　
　南佐木地内の残土処理場跡地を公園整備
◆ 公園機能
　植栽（河津桜、サツキ、紅葉、フジバカマ）
　建物（トイレ、休憩所、収納倉庫）
　設備（広場、駐車場、複合遊具など）

治水対策事業　2億9,900万円
◆ 瀬尻・久料谷地区治水対策事業  1憶2,200万円
　事業期間（予定）令和9年度まで
　令和7年度：町道整備、造成工事負担金
◆ 谷地区治水対策事業　1憶7,700万円
　事業期間（予定）令和13年度まで
　令和7年度：用地等購入、造成工事負担金
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町
民
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
の

検
証
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
現
時
点
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
し
て

い
な
い
が
、
指
定
管
理
者
か
ら
の
毎

月
の
報
告
書
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ

て
満
足
度
を
把
握
し
て
い
る
。

業
務
評
価
の
評
価
方
法
は
。

（
副
町
長
）
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
活
用
を
重
視
し
、
評

価
方
法
を
再
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

指
定
管
理
料
の
ス
ラ
イ
ド
制

度
と
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
賃
金
や
物

価
の
変
動
に
応
じ
て
指
定
管
理

料
を
調
整
す
る
制
度
で
、
令
和
７
年
度

の
人
件
費
増
額
を
予
算
に
盛
り
込
ん

だ
。
今
後
も
大
幅
な
変
動
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。次

期
応
募
者
募
集
の
方
針
は
。

（
町
長
）
次
期
募
集
に
向
け
て
、

広
島
広
域
都
市
圏
の
自
治
体
の

運
営
情
報
を
把
握
し
、
最
も
望
ま
し
い

形
で
産
業
波
及
効
果
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
に
検
討
す
る
。

今
回
の
業
務
改
善
は
、
信
頼
回

復
が
大
き
な
目
的
で
あ
る
。
説

明
責
任
を
果
た
し
、
町
民
の
理
解
は
得

ら
れ
て
い
る
か
。

（
町
長
）
11
月
の
臨
時
会
・
12

月
の
定
例
会
で
、
不
祥
事
の
反

省
と
再
発
を
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を

総
括
的
に
申
し
上
げ
た
つ
も
り
で
あ

る
。
根
本
的
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
反

省
し
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

今
後
は
、
私
以
下
、
真
摯
に
対
応
し
、

町
民
の
ご
理
解
を
得
て
ま
い
り
た
い
。

町
の
業
務
改
善
の
必
要
性
に
つ

い
て
執
行
部
に
問
う
。

（
副
町
長
）
町
長
が
採
用
時
の

宣
誓
書
の
読
み
返
し
を
呼
び
掛

け
た
こ
と
が
全
て
で
あ
る
。
住
民
に
い

か
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
を
提
供
し

て
、
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
つ
な
げ
る
か
を

も
う
一
度
意
識
し
て
業
務
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
教
育
長
）
誰
の
た
め
に
仕
事

を
し
て
い
る
か
、
仕
事
の
先
に

町
民
が
い
る
と
思
え
ば
、
お
の
ず
と
町

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
思
う
。
考
え

な
が
ら
職
員
皆
で
業
務
改
善
を
進
め
て

い
く
。

活
動
の
拠
点
と
練
習
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）　　

練
習
は
川
本
町
民
球
場
で
平
日

の
午
前
中
に
行
う
。
午
後
か
ら
の
地
域

活
動
の
拠
点
事
務
所
と
し
て
川
下
地
域

内
の
空
き
店
舗
を
借
り
て
い
る
。
土
日

に
つ
い
て
は
大
会
、
練
習
試
合
等
を
組

ん
で
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

地
域
を
お
こ
す
業
務
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）　　

平
日
の
午
後
に
一
人
か
ら
二
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
福
祉
施
設
や

指
定
管
理
者
制
度
が
四
方
良

し
と
な
っ
て
い
る
か
問
う
。

 

各
施
設
の
あ
り
方
を
踏
ま

え
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
運
営

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
の

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

 

町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
出
身

や
本
町
に
ご
縁
の
あ
る
皆
様
と

が
繋
が
り
、
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
チ
ー
ム
作
り
を
目
指
し
て

い
く
。

行
政
運
営
の
信
頼
回
復
に

向
け
た
姿
勢
を
問
う
。

 
厳
し
い
指
摘
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
な
が
ら
、
目
標
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

答�

弁

答�

弁

答�

弁

木村慶五議員

本山修二議員

中平茂明議員

問問問

問

問

問問

問

答答

答答

答答

答答

答

一
般
質
問
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保
育
所
等
も
含
め
た
受
け
入
れ
先
で
活

動
す
る
。各

事
業
所
で
必
要
な
資
格
を
取

得
す
れ
ば
本
人
の
た
め
に
な
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）　　

３
年
後
を
見
据
え
た
人
材
育
成

を
目
指
す
た
め
研
修
を
行
う
。
か
わ
も

と
暮
ら
し
で
の
業
務
の
中
で
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
。

な
ぜ
ハ
ウ
ス
栽
培
な
の
か
、
一

つ
に
「
川
本
町
は
島
根
県
の
中

山
間
地
域
の
た
め
冬
が
寒
い
」
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
町
の
認
識

を
問
う
。

（
産
業
振
興
課
長
）
本
町
の
農

家
所
得
は
、
必
ず
し
も
高
く
な

い
。
こ
の
要
因
の
一
つ
に
、
冬
季
の
寒

さ
の
た
め
年
間
を
通
じ
、
安
定
し
た
生

産
や
出
荷
が
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
冬
季
に
栽
培
す
る
た

め
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
施
設

の
導
入
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

ハ
ウ
ス
導
入
の
支
援
事
業
と
効

果
に
つ
い
て
問
う
。

（
産
業
振
興
課
長
）
施
設
導
入

に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
と

な
り
、
特
に
高
齢
農
家
に
と
っ
て
は

負
担
が
大
き
い
。
町
単
独
の
支
援
事

業
も
行
っ
て
い
る
が
、
導
入
件
数
が

少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス

施
設
を
活
用
し
た
高
収
益
体
系
の
確

立
に
向
け
、
農
業
者
に
対
し
、
ハ
ウ

ス
施
設
の
有
用
性
や
補
助
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
弓
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
問
う
。

過
去
に
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
小
中

連
携
教
育
は
可
能
だ
が
、
一
貫
教
育
は

で
き
な
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
可

能
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

（
教
育
長
）私
が
教
育
長
に
な
っ

た
時
点
で
、
町
に
あ
る
学
校
が

連
携
を
し
、
一
体
と
な
る
考
え
で
動
い

て
い
る
。（

教
育
課
長
）
学
校
教
育
法
の

施
行
規
則
に
定
め
る
、
小
学
校
、

中
学
校
の
設
置
基
準
に
基
づ
き
、
小
中

一
貫
教
育
の
併
設
型
を
目
指
し
て
い
る
。

併
設
型
小
中
一
貫
校
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

（
教
育
長
）
メ
リ
ッ
ト
は
、
中

学
校
の
専
門
の
先
生
が
小
学
校

高
学
年
を
教
え
る
な
ど
、
柔
軟
で
連
続

的
な
教
育
を
行
う
こ
と
で
学
習
効
果
が

高
ま
る
と
考
え
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

い
じ
め
や
不
登
校
の
あ
る
子
、

障
が
い
を
持
つ
子
へ
の
対
応
は

ど
う
か
。（

教
育
長
）
本
町
は
子
ど
も
の

数
が
少
な
い
た
め
、
子
ど
も
、

教
職
員
、
保
護
者
の
距
離
が
近
い
の
で

対
応
し
や
す
い
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
の
事
故
以
降
、
団
及
び
団

員
の
行
動
指
針
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
か
。

（
総
務
財
政
課
長
）
11
月
に
消

防
団
幹
部
会
を
開
催
し
、
事
故

当
時
の
状
況
報
告
を
求
め
る
と
と
も

ハ
ウ
ス
施
設
の
導
入
助
成
に

つ
い
て
問
う
。

 

ハ
ウ
ス
施
設
の
導
入
は
農

業
の
生
産
性
の
向
上
に
向
け
、
重

要
な
取
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。

小
中
学
校
を
近
接
で
建
築
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

 

本
町
の
特
色
を
活
か
し
た

教
育
と
、
一
体
的
・
系
統
的
な
教

育
活
動
の
推
進
が
可
能
と
な
る
。

本
町
の
消
防
団
活
動
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
取
り
組
み
、
消
防
団
の
役
割
及

び
服
務
に
つ
い
て
改
め
て
説
明
し

消
防
団
と
の
連
携
を
図
る
。

答�

弁

答�

弁

答�

弁

石川達也議員

高良敏幸議員

飯田夏樹議員

問 問

問問

問問

問答

答

答答

答

答

答

答
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に
、
各
分
団
で
の
災
害
時
の
出
動
の
決

ま
り
ご
と
を
確
認
し
た
。
報
告
内
容
を

基
に
再
発
防
止
の
た
め
の
ル
ー
ル
の
徹

底
を
指
示
し
、
分
団
ご
と
に
意
思
統
一

を
図
っ
て
も
ら
っ
た
。

新
入
団
員
へ
の
教
育
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

（
総
務
財
政
課
長
）
所
属
す
る

班
ご
と
に
行
わ
れ
る
通
常
訓
練

に
お
い
て
、
資
機
材
の
操
作
方
法
な
ど

の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
さ
せ

て
い
る
。新

人
団
員
は
本
町
消
防
団
規
則

を
把
握
し
て
い
る
か
。

（
総
務
財
政
課
長
）
団
員
へ
の

確
認
や
把
握
の
伝
達
は
し
て
い

な
か
っ
た
。
今
後
は
団
の
服
務
や
役
割

を
把
握
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

火
災
発
生
時
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
ル
ー
ル
の
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

（
総
務
財
政
課
長
）
消
防
庁
に

よ
る
教
材
や
他
の
教
材
を
す
り

合
わ
せ
、
４
月
の
幹
部
会
で
素
案
を
示

し
、
団
幹
部
と
相
談
し
な
が
ら
、
本
町

に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
る
。

令
和
４
年
12
月
定
例
会
で
農
業

サ
ポ
ー
ト
経
営
体
の
設
立
を
提

案
し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
。
農
業

従
事
者
数
は
令
和
４
年
の
182
名
か
ら
、

令
和
７
年
に
は
120
人
と
更
に
減
少
し
て

い
る
。待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
が
、

早
く
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
具
体
的
な
数
字
を
示

し
た
説
明
で
、
現
状
が
い
か
に

深
刻
で
あ
る
か
を
実
感
し
た
。
農
業
サ

ポ
ー
ト
経
営
体
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ

た
農
村
型
地
域
運
営
組
織
形
成
推
進
事

業
の
活
用
を
考
え
て
い
く
時
期
に
来
て

い
る
。
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
の
設
立
も
含
め
、
一
般
社
団
法
人
か

わ
も
と
暮
ら
し
と
協
議
を
重
ね
、
危
機

感
を
も
っ
て
農
業
所
得
に
貢
献
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
ツ
ー
ル
と
し

て
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
利
用
の
理
解
と
普
及
の
手
法
は
。

（
町
民
生
活
課
長
）
発
行
に
係

る
申
請
に
関
し
て
、
や
む
を
得

な
い
事
由
で
来
庁
が
で
き
な
い
方
へ
の

交
付
は
、
相
談
を
受
け
、
個
別
に
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
の
老
健
施
設

に
対
し
て
は
、
出
張
申
請
に
よ
る
交
付

を
実
施
し
て
い
る
。

　
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
し
て
は
、
健
康

保
険
証
や
運
転
免
許
証
と
し
て
の
利
用

に
加
え
て
、
本
町
で
は
転
出
入
・
子
育

て
・
介
護
・
税
申
告
等
の
手
続
き
に
お

い
て
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
有
効
期
間
満
了
に
よ
る
更

新
対
象
者
の
方
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
町
民
の
方
に
利
用
方
法
や
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
は
、
十
分
な
情
報
提
供
が
で

き
て
い
な
い
が
、
国
の
情
報
コ
ン
テ
ン

ツ
も
有
効
活
用
し
て
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
周
知
に
努
め
る
。

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
の
「
多
様

な
人
材
が
参
画
し
住
民
に
開
か
れ
た
地

方
議
会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
方
策
に

関
す
る
答
申
」
で
は
、
多
様
な
住
民
が

議
会
に
関
わ
る
観
点
や
議
会
運
営
の
合

理
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
議
会
に
係
る

手
続
は
一
括
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

こ
と
を
可
能
と
す
べ
き
と
提
言
が
あ
り

ま
し
た
。

現
在
、
川
本
町
議
会
で
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
活
用
を
既
に
始
め
て
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に

押
印
の
廃
止
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
一
層
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
で
は
、
大
規
模
な
災

害
の
発
生
や
感
染
症
の
ま
ん
延
の
ほ

か
、
育
児
・
介
護
等
の
理
由
に
よ
り
参

問問問

問

問

答答答

答

答

議
会
会
議
規
則
等
の
改
正

水
稲
農
業
継
続
を
目
的
と
す

る
後
継
者
育
成
を
望
む
。 

　
　
　

　
　
　
農
村
型
地
域
運
営
組
織
形

成
推
進
事
業
の
活
用
を
改
め
て
考

え
る
時
期
が
来
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
つ
い
て
問
う
。 

　
　
　

　
　
　
国
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
も

有
効
活
用
し
な
が
ら
カ
ー
ド
へ
の

理
解
を
深
め
、
周
知
に
努
め
る
。

答�

弁

答�

弁

飯田武則議員

杉本政輝議員
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議会 か わ も と

集
が
困
難
な
場
合
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
開
催
を
可
能
と
す
る
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
、
多
様
な
層
の
住
民

が
議
会
に
参
画
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

◆
傍
聴
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

会
議
規
則
等
の
改
正
に
合
わ
せ

て
、
傍
聴
規
定
の
見
直
し
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
本
会
議
の
傍
聴
時
に
必
要
と
し

て
い
た
住
所
、
氏
名
等
の
届
出
を
一
切

不
要
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
委
員
長
の
許

可
が
な
い
と
傍
聴
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
ち
ら
も
一
切
の
届
出
を
必
要
と

せ
ず
に
傍
聴
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
は
届
出
を
不
要
と
し
て
い
る
議

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
の
た
め
、
先
行

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お

気
軽
に
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

2
月
21
日
、
島
根
県
町
村
議
会
議
長

会
の
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
石
川
達
也

議
員
が
在
職
12
年
以
上
の
自
治
功
労
者

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議

会
で
、
川
本
堤
防
整
備
に
向
け
た
旧

J
R
三
江
線
用
地
の
寄
附
に
係
る
確

認
書
を
国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国
道
事

務
所
と
交
わ
し
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
確
認
書
は
、
寄
附
を
行
う
範

囲
や
既
存
建
物
の
撤
去
等
の
条
件
に
つ

い
て
定
め
た
も
の
で
、
具
体
的
な
寄
附

の
時
期
等
に
つ
い
て
は
今
後
双
方
で
調

整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
長
と
議
会
が
歩
調
を

合
わ
せ
て
要
望
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
完
成
堤
防
化
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

寄
附
す
る
用
地
は
、
旧
上
新
町
踏
切

か
ら
旧
天
神
町
踏
切
間
の
鉄
道
用
地

で
、
谷
地
区
の
治
水
対
策
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
土
砂
の
運
搬
ル
ー
ト
と

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

川
本
堤
防
整
備
に
向
け
た

大
き
な
前
進
！

皆
様
に
本
誌
が
届
く
頃
、
桜
満
開

の
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
川
本
小
学

校
で
は
新
し
い
一
年
生
た
ち
が
新
班

長
さ
ん
を
先
頭
に
黄
色
い
カ
バ
ー
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
登
校
し
て

い
る
姿
を
見
か
け
る
頃
か
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
輝
か
し
い
笑
顔

と
と
も
に
、
新
し
い
社
会
人
の
皆
さ

ん
も
ま
た
、期
待
と
希
望
を
胸
に
日
々

の
仕
事
に
励
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
同
様
に
、
川
本
町
役
場
で
も
新

入
職
員
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
町
の
発

展
に
向
け
た
原
動
力
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

最
初
の
一
歩
は
何
事
に
お
い
て
も

大
切
で
す
。
新
し
い
社
会
人
と
し
て

の
将
来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
先
輩
か
ら
の
し
っ
か

り
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
す
。

そ
の
上
で
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の

教
育
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
現
代

社
会
は
契
約
社
会
で
あ
り
、
新
採
用

も
再
就
職
も
雇
用
契
約
な
ど
を
結
ぶ

際
に
は
、
雇
用
契
約
事
項
は
双
方
が

履
行
す
る
義
務
と
権
利
が
発
生
し
ま

す
。
し
か
し
、
契
約
を
一
方
的
に
解

釈
し
た
り
誤
解
が
生
じ
た
り
し
た
場

合
に
は
、
勇
気
を
も
っ
て
相
手
に
申

し
出
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
大
切
な

人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
ボ
タ
ン

の
掛
け
違
い
を
避
け
、健
全
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
皆

様
の
新
た
な
挑
戦
や
成
長
を
心
か
ら

応
援
し
て
お
り
ま
す
。

〈
き
む
ら　
け
い
ご
〉

編
集
後
記

無償譲渡予定範囲（赤線部分）無償譲渡予定範囲（赤線部分）

緊
急
時
の
連
絡
等
に
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
携
帯
電
話
の
持
ち
込

み
は
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

会
議
中
の
通
話
、
通
信
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
は
引
き
続
き
禁
止
と

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
操
作
音

や
着
信
音
を
発
す
る
こ
と
も
禁
止

と
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

旧上新町踏切旧上新町踏切

旧天神町踏切旧天神町踏切
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立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

策
定
し
た
立
地
適
正
化
計
画
を
、
本
町

が
目
指
す
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の
道
標
と

し
た
う
え
で
、
今
後
、
議
員
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
優
先
度
や

確
保
で
き
る
財
源
等
を
し
っ
か
り
と
吟
味

し
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て

策
定
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
に
、
具
体

的
な
事
業
を
盛
り
込
む
よ
う
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

治
水
対
策

「
瀬
尻
・
久
料
谷
」
地
区
で
は
、
国
事

業
と
し
て
、
昨
年
12
月
に
、
国
道
２
６
１

号
の
迂
回
路
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、
護
岸

工
事
に
着
手
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
施
工
部
分
で
は
、
事
業
範
囲
内
の
用

地
等
購
入
や
物
件
補
償
、
生
活
雑
排
水
管

の
整
備
を
行
い
、
造
成
工
事
及
び
町
道
久

料
谷
線
の
整
備
は
、
国
へ
委
託
し
行
い
ま

す
。「

谷
」
地
区
で
は
、
国
事
業
と
し
て
、

引
き
続
き
、
用
地
等
購
入
・
補
償
物
件
調

査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
県
事
業
と
し
て

は
、
先
行
整
備
エ
リ
ア
に
お
け
る
用
地
等

購
入
や
物
件
補
償
、
造
成
及
び
橋
梁
下
部

工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
ま

す
。町

施
工
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
用
地

等
購
入
・
補
償
物
件
や
生
活
雑
排
水
管
の

設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
造
成
工
事
は
、

県
へ
委
託
し
行
い
ま
す
。

２
月
25
日
に
、
川
本
堤
防
の
完
成
堤

防
化
に
向
け
、
堤
防
断
面
確
保
に
必
要

と
な
る
用
地
に
つ
い
て
、
浜
田
河
川
国

道
事
務
所
と
の
間
で
、
用
地
提
供
の
手

続
き
に
係
る
確
認
書
の
調
印
式
を
行
い
、

今
後
も
国
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

女
子
野
球
で
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
般
社
団
法
人
「
か
わ
も
と
暮
ら
し
」

に
所
属
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
る
13
名

の
選
手
が
、４
月
に
予
定
す
る「
島
根
フ
ィ

ル
テ
ィ
ー
ズ
」
設
立
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
地

域
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
、
中
四
国
ル

ビ
ー
・
リ
ー
グ
等
の
大
会
へ
参
加
す
る
運

び
と
な
っ
て
お
り
、
町
内
外
に
わ
た
っ

て
、
本
町
の
魅
力
や
情
報
が
発
信
さ
れ
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
後
を
見
据

え
た
人
材
育
成
や
定
住
を
希
望
す
る
選
手

へ
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
具
体
化
し

て
い
く
と
と
も
に
、
２
期
生
の
募
集
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
11
月
３
日
に
呼
び
込
ん

だ
、
山
陰
地
方
で
初
め
て
、
全
国
で
は
17

番
目
と
な
っ
た
、
全
日
本
女
子
野
球
連
盟

か
ら
の
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」
の
認
定
の

動
き
を
、
新
た
な
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
繋
げ
て
い
く
と
と
も
に
、「
交
流
の

ま
ち
」
と
し
て
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
や
風

土
を
礎
と
し
た
、
本
町
な
ら
で
は
の
地
域

創
生
の
契
機
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
︵
キ
ン
ト
ー
ン
）

を
活
用
し
た
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
る
業
務
効
率
化
、
職
員
の
人
材
育
成
、

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
の
自
治

体
Ｄ
Ｘ︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ

ド
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

社
会
医
療
法
人
仁
寿
会
・
加
藤
病
院
に

よ
る
「
地
域
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
わ
も
と
施
設
群
」
の
新
築
移
転

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
春
の

竣
工
に
向
け
て
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
今
年
度
末
ま
で
に
1
階
の
基
礎
工

事
が
完
了
す
る
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。

当
初
予
算
の
概
要

「
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
」
に
基
づ

く
、
持
続
可
能
な
税
源
涵
養
に
資
す
る
人

口
減
少
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
取
り
組

む
べ
き
事
業
や
治
水
対
策
、「
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
、「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
く
公
共

施
設
の
長
寿
命
化
事
業
等
を
重
点
的
に
盛

り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

当
初
予
算
額
は
、
55
億
７
，７
２
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

５
億
７
，４
０
６
万
５
千
円
、
11.

５
％

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
」
に

基
づ
く
、
主
要
施
策
（
抜
粋
）

「
住
み
慣
れ
た
地
域
の
暮
ら
し
が

持
続
す
る
ま
ち
」

▼
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

県
と
町
内
の
地
域
づ
く
り
団
体
等
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
防
災
、
福
祉
、
地
域

交
通
等
に
関
連
す
る
、
町
民
の
皆
様
の
生

活
機
能
の
維
持
・
確
保
を
中
心
と
し
た
、

中
山
間
地
域
対
策
に
取
り
組
む
。

▼
地
域
公
共
交
通
の
充
実

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
く
実

情
に
即
し
た
交
通
手
段
の
実
現
に
向
け

て
、
適
宜
、
利
用
実
態
や
課
題
に
対
応
し

た
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ

マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
拡
充
に
向

け
た
実
証
に
取
り
組
む
。

▼
移
住
・
交
流
の
推
進

県
に
よ
る
事
業
再
編
に
伴
い
「
県
内
卒

業
生
還
流
促
進
事
業
」
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
な
が
ら
、
島
根

中
央
高
校
を
卒
業
し
た
人
材
の
還
流
と
Ｕ

タ
ー
ン
を
促
進
し
て
い
く
。

▼
住
環
境
の
整
備

因
原
地
区
に
建
設
し
た
定
住
促
進
住
宅

に
、こ
の
春
、４
世
帯
の
入
居
を
呼
び
込
む
。

▼
地
域
福
祉

民
生
児
童
委
員
の
皆
様
が
、
３
年
に
１

度
の
改
選
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
活
動
し
や
す
い

環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

▼
障
が
い
福
祉

種
別
や
程
度
に
関
係
な
く
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
や
、
地
域
生
活

へ
の
移
行
や
就
労
に
関
す
る
課
題
に
対
応

し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
よ
り
、
谷
間

の
な
い
支
援
を
進
め
て
い
く
。

▼
国
民
健
康
保
険

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
肥
満
の
対
象
者
に
、

個
別
訪
問
や
電
話
に
よ
る
保
健
指
導
な
ど

を
き
め
細
や
か
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
早

期
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
合
併
症
や
重

症
化
を
防
ぎ
、
健
康
寿
命
が
延
伸
す
る
よ

う
目
指
し
て
い
く
。

▼
高
齢
者
福
祉

中
間
支
援
組
織
等
と
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

深
化
さ
せ
る
。

▼
子
育
て
支
援

乳
幼
児
や
小
学
生
な
ど
の
子
育
て
中
の

援
助
を
受
け
た
い
方
と
、
保
育
活
動
の
援

助
を
希
望
す
る
方
と
の
橋
渡
し
の
役
割
を

担
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
。

「
暮
ら
し
を
支
え
る
生
業
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
産
業
が
根
付
く
ま
ち
」

▼
農
業
と
農
村
の
振
興

基
幹
産
業
で
あ
る
水
稲
農
家
に
対
し
て

は
、
乾
燥
調
製
に
伴
う
費
用
を
助
成
す
る

こ
と
で
、
経
営
維
持
・
所
得
向
上
を
支
援

し
て
い
く
。

地
域
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、
経
営

が
安
定
化
し
、
作
業
が
効
率
化
・
省
力
化

　
令
和
７
年
度　
町
長
施
政
方
針（
令
和
７
年
第
１
回
川
本
町
議
会
定
例
会
よ
り
）
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さ
れ
る
よ
う
、
機
械
や
施
設
の
導
入
を
支

援
し
て
い
く
。

▼
担
い
手
の
確
保

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
の
受
け
入
れ
に
向

け
て
は
、
受
入
農
家
の
確
保
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

営
農
プ
ラ
ン
や
研
修
制
度
を
確
立
し
、
更

な
る
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
。

▼
特
産
品
の
振
興

新
た
に
高
付
加
価
値
な
農
産
物
を
創
出

す
る
事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策

Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
檻
等
に
よ
り
サ
ル
の
個
体

数
の
減
少
を
図
り
、
防
護
柵
研
修
会
の
開

催
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
い
、
捕
獲
対
象

の
鳥
獣
を
追
加
し
、
施
設
設
置
へ
の
補
助

を
拡
充
す
る
。

▼
畜
産
の
振
興

繁
殖
雌
牛
の
更
新
助
成
や
予
防
接
種
の

助
成
な
ど
に
加
え
て
、
新
た
に
飼
料
購
入

に
対
し
て
助
成
し
て
い
く
。

▼
林
業
の
振
興

林
業
事
業
体
に
対
す
る
、
作
業
者
が
必

要
と
す
る
装
備
品
を
購
入
す
る
際
の
補
助

や
、
就
職
し
た
方
々
へ
の
支
援
を
通
じ

て
、
担
い
手
の
確
保
を
進
め
て
い
く
。

▼
交
流
施
設
等
の
運
営

い
ず
れ
の
施
設
と
も
、
令
和
７
年
度
末

に
指
定
管
理
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
次
期
指
定
管
理
者
の
募
集
を
行
う
。

▼
商
工
業
の
振
興

商
工
会
や
一
般
社
団
法
人
「
か
わ
も
と

暮
ら
し
」
と
連
携
し
、空
き
店
舗
の
活
用
、

事
業
承
継
等
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
く
。

▼
商
業
活
性
化
支
援

「
立
地
適
正
化
計
画
」
上
の
都
市
機
能

誘
導
区
域
内
に
お
け
る
、
新
規
開
業
や
店

舗
改
修
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
県
と
協
調

し
て
支
援
す
る
、
地
域
商
業
等
支
援
事
業

の
町
に
よ
る
上
乗
せ
額
を
拡
充
す
る
。

新
た
な
滞
在
人
口
の
受
け
皿
と
な
る
、

宿
泊
業
の
立
地
呼
び
込
み
の
可
能
性
を
探

る
調
査
に
取
り
組
む
。

▼
観
光
の
振
興

邑
智
郡
や
広
島
広
域
都
市
圏
内
各
市
町
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、観
光
メ
ニュ
ー

を
開
発
し
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

▼
誘
致
企
業
と
の
連
携

毎
年
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
河
津
桜
を

活
用
し
た
公
園
を
整
備
す
る
。

▼
雇
用
対
策

一
般
求
職
者
や
高
校
生
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
機
会
を
創
出
し
、
町
内
事
業
所
が
必
要

と
す
る
人
材
確
保
を
支
援
し
て
い
く
。

「
子
ど
も
達
の
夢
を
育
み
、
挑
戦

す
る
人
材
が
育
つ
ま
ち
」

▼
学
校
教
育

県
が
実
施
す
る
「
学
び
の
基
盤
に
関
す

る
調
査
」
に
も
参
加
し
、
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
に
取
り
組
む
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

「
学
校
運
営
協
議
会
」
に
よ
る
取
組
を

充
実
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

▼
学
校
建
設
検
討
委
員
会

老
朽
化
す
る
学
校
施
設
の
建
替
え
等
に

つ
い
て
、
建
設
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

を
策
定
す
る
。

▼
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

「
自
ら
の
学
び
応
援
事
業
」
に
よ
る
英

語
、
漢
字
、
算
数
・
数
学
の
各
検
定
助
成

事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

▼
学
校
給
食
費
の
無
償
化

こ
の
取
組
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

米
や
そ
の
他
の
食
材
の
価
格
変
動
に
も
柔

軟
に
対
応
し
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食

の
質
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

▼
ふ
る
さ
と
人
づ
く
り
事
業

「
い
わ
み
留
学
」
な
ど
を
活
用
し
た
外

部
人
材
の
呼
び
込
み
に
も
努
め
、
多
世
代

と
交
流
し
な
が
ら
自
己
表
現
や
学
び
の
実

践
が
で
き
る
場
と
し
て
の
「
か
わ
も
と
あ

そ
ラ
ボ
」
の
充
実
に
取
り
組
む
。

▼
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

多
様
化
す
る
課
題
に
向
き
合
い
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
差
別
の

な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
学

校
や
公
民
館
活
動
等
に
お
け
る
研
修
機
会

の
充
実
に
取
り
組
む
。

▼
読
書
活
動
の
推
進

読
書
機
会
の
拡
充
と
環
境
整
備
、
さ
ら

に
、
子
ど
も
の
読
書
を
支
え
る
人
材
育
成

を
柱
と
し
て
取
り
組
む
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

活
動
団
体
と
も
連
携
し
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
運
動
機
会
の
提
供
と
、

環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

▼
町
民
球
場
の
改
修

第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
軟
式
野

球
会
場
と
な
る
町
民
球
場
は
「
女
子
野
球

タ
ウ
ン
」
の
本
拠
地
と
し
て
も
相
応
し
く

な
る
よ
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
意

識
し
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
球
場
と
な

る
よ
う
、
改
修
を
進
め
て
い
く
。

▼
島
根
中
央
高
校
の
魅
力
化
支
援

新
た
に
公
設
民
営
に
よ
る
学
習
塾
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専
任
講
師
と
オ
ン
ラ

イ
ン
活
用
に
よ
る
専
門
性
の
高
い
指
導
の
も

と
、
部
活
動
や
地
域
活
動
と
両
立
さ
せ
な

が
ら
、
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学
へ
の

挑
戦
を
支
援
す
る
、
島
根
中
央
高
校
な
ら

で
は
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

「
す
べ
て
の
住
民
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
」

▼
防
災
・
消
防

江
津
邑
智
消
防
組
合
及
び
消
防
団
と
の

連
携
を
緊
密
に
し
、
消
火
活
動
中
の
事
故

防
止
に
向
け
た
訓
練
の
充
実
や
、
装
備
品

の
点
検
、
更
新
な
ど
に
よ
り
、
安
全
対
策

を
強
化
し
て
い
く
。

▼
公
営
住
宅
等
の
維
持
管
理

八
幡
平
団
地
の
戸
別
改
善
や
天
神
町
団

地
の
給
排
水
管
改
善
な
ど
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
空
室
確
保
の
た
め
の
軽
微
な
修

繕
を
強
化
し
て
い
く
。

▼
道
路
整
備

町
道
因
原
日
向
線
の
因
原
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
江
川
荘
裏
付
近
か
ら
、
一
般
県
道

日
貫
川
本
線
を
結
ぶ
約
１
４
０
ｍ
の
区
間

に
お
い
て
、
道
路
改
良
工
事
を
行
う
。

▼
簡
易
水
道

治
水
対
策
事
業
に
伴
う
瀬
尻
・
久
料
谷

地
区
、
谷
地
区
の
水
道
管
の
仮
設
及
び
本

設
工
事
、
因
原
地
区
・
木
谷
地
区
の
水
道

管
の
布
設
替
工
事
、
小
谷
地
区
の
配
水
池

改
修
等
工
事
を
行
う
。

▼
環
境
衛
生

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
し
尿
処
理
施
設

「
志
谷
苑
」
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
に
伴

う
施
設
の
機
器
更
新
等
の
基
幹
的
改
修
に

着
手
す
る
。

「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

▼
財
政
基
盤
の
確
立

可
能
な
限
り
有
利
な
起
債
等
に
よ
り
財

源
を
調
達
し
、
常
に
長
期
的
な
財
政
状
況

を
見
通
し
、安
定
的
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

不
断
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
と
税
源
涵
養
に
資
す
る
取
組
に
注
力
す

る
な
ど
、今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
く
。

▼
公
共
施
設
の
維
持
管
理

イ
ン
フ
ラ
環
境
を
整
備
し
た
う
え
で
遊

休
町
有
地
を
分
譲
し
、
遊
休
財
産
を
削
減

し
て
い
く
。

▼
選
挙
事
務

こ
の
夏
、
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
法
令
等
を
遵
守
し
、
適

正
で
円
滑
な
選
挙
事
務
を
執
行
し
て
い
く
。

▼
窓
口
業
務

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

「
書
か
な
い
窓
口
」
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

手
続
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
。

▼
広
聴
・
広
報

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
登
録

者
数
の
増
加
や
、
配
信
内
容
の
拡
充
を
図

り
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
時
期
や
方
法
を
よ
り
吟

味
し
、
皆
様
の
声
が
届
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼
地
域
情
報
化
対
策

「
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
の
廃
止
」
に
向

け
ま
し
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
廃

止
に
伴
う
対
応
等
を
、
広
報
紙
な
ど
の

様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
へ

周
知
す
る
。

▼
業
務
改
善
の
取
組

各
課
で
の
細
や
か
な
管
理
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
主
要
事
業
に
つ
い
て
全
庁
的

に
進
捗
状
況
を
「
見
え
る
化
」
し
、
課
題

の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
く
。
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川本町選挙区第１投票所の場所を変更します

令和７年度　川本町住宅購入助成金の申請について

戸籍にフリガナが記載されます
戸籍法の改正により、戸籍の記載事項に氏名のフリガナが追加されます。
令和7年5月26日以降に、本籍地の市区町村から、戸籍に記載される

予定のフリガナが通知されます。

令和7年度（〜令和8年3月31日）に住宅の新築または中古住宅の購入（改修）を
予定されている方で、本助成金の活用を予定（検討）されている方は、令和7年7月
31日（木）までにまちづくり推進課までお問い合わせください。

助成制度の詳細については、右記QRコードから川本町ホームページをご覧ください。

詳しくは法務省ホームページをご覧ください▶️

ポイント❶ 通知のフリガナが正しければ、何もする必要はありません。

ポイント❷ 通知のフリガナが誤っている場合は届出が必要です。

ポイント❸ ②の届出はマイナポータル、市区町村の窓口または郵送により行います。

ポイント❹ ②の届出をしなくても罰則や罰金はありません。

ポイント❺ フリガナ制度に便乗した詐欺にご注意ください
(金銭の支払いを要求することは絶対にありません)。

［従　　来］ 本町会館　　（川本町大字川本524番地1）
［変　　更］ なかしん会館（川本町大字川本529番地1）
［変更理由］ 地域からの要望、施設の位置や設備などを検証し変更します。
［実　　施］ 今年７月の参議院議員選挙から
※入場券に記載します

教育監（高校連携監�兼務） 派遣指導主事

令和７年度新規採用職員

邑智郡総合事務組合からの派遣職員

立
たて
石
いし
　祥

ひろ
美
み

中
なか
田
だ
　俊

と
志
し
也
や

升
ます
本
もと
　奈

な
津
つ
子
こ

安
あ
部
べ
　暖

はる
人
と

西
にし
島
じま
　真

ま
実
み

森
もり
山
やま
　彰

しょう
子
こ

川本町出身・
教育課

美郷町出身・
産業振興課

江津市出身・
教育課

川本町出身・
まちづくり推進課

美郷町出身・
健康福祉課

大田市出身・
健康福祉課

町の教育と文化の振興、高校と協働
した持続可能な地域活性化に、全力で
誠実に取り組みたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

令和７年度から川本町職員になりま
した。新社会人でまだまだ未熟な点が
多いと思いますが、川本町をより良い
町にするために頑張りたいと思います。

大好きな川本町の子どもたちのため
に、力を尽くして参りたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

早く仕事を覚え、川本町をさらに盛
り上げられるように頑張りたいと思い
ます。

このたび人事交流で邑智郡総合事務
組合から参りました。早く町民の皆様
のお役に立てるよう、精進して参りま
す。よろしくお願いいたします。

この度、新しく役場職員になりました。
保健師として、川本町のみなさんが元気で
過ごすことができるよう精一杯務めてまい
ります。どうぞよろしくお願いいたします。
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令和７年度　川本町特定健康診査のご案内
川本町の特定健康診査（特定健診）の集団健診を下記の日程で行う予定です。
毎年特定健診を受診し、自分の健康状態を把握しましょう。結果で異常が見つかっ

た場合、早めに医療機関を受診しましょう。なお、対象者の皆さまには、4月上旬に
申込書をお送りしています。

特定健診の申し込みは、申込締切日までに電話（健康福祉課：℡72-0633）また
は右の二次元バーコードからの電子申請、または申込書を返送ください。

●対 象 者　 令 和7年4月1日 時 点
で国民健康保険に加入
している者

●申込締切　5月7日（水）
●費　　用　•特定健診　　   500円
　　　　　　•胃がん検診　1,200円
　　　　　　•胸部CT検診 1,500円

立地適正化計画を策定しました。
　都市再生特別措置法に基づき、コンパクト・プラス・ネットワークの考え方を踏まえながら、「住み慣れた地域で
安心して暮らし続けられるまちづくり」を目的に、将来にわたり持続可能なまちであり続けるため、令和7年3月
に立地適正化計画を策定しました。
■立地適正化計画とは

■居住誘導区域とは

■都市機能誘導区域とは

■立地適正化計画に係る届出制度

コンパクトなまちづくりの形成を促進し、生活サービス機能を計画的に誘導していくために、おおむね 20 年後の都市の姿
を展望して策定する計画です。

国においては、平成 26 年に都市再生特別措置法を改正し、「立地適正化計画」制度を創設しました。「立地適正化計画」は、
居住を誘導するエリア（居住誘導区域）や、都市機能増進施設の立地を誘導するエリア（都市機能誘導区域）、及びそれらの
方針等を定める計画です。

人口減少の中にあっても、一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、生活サービスやコミュニティが持続的に確
保されるように居住を誘導すべき区域のことです。

川本町では、弓市・谷・木路原・多田・久座仁・三島・因原・
木谷・尾原地域を居住誘導区域として設定しています。

居住誘導区域内において設定されるものであり、医療・福祉・
商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約す
ることにより、これらの各種サービスの効率的な提供が図られ
るよう定める区域です。

川本町では、弓市・谷、三島、因原の 3 地域を都市機能誘導
区域として設定しています。

立地適正化計画で定める居住誘導区域・都市機能誘導区域外
で一定規模以上の開発行為及び建築等行為を行う場合や都市機
能誘導区域内にある誘導施設を廃止する場合は、30 日前までに
届出が必要となります。

開発行為 建築等行為 誘導施設の休止
または廃止

居住誘導区域外
（都市計画区域内）

①3戸以上の住宅の建築目的の開発行為
②�1戸または2戸の住宅の建築目的の開発行
為でその規模が1,000m2以上のもの

③�住宅以外で、人の居住の用に供する建築物
として条例で定めたものの建築目的で行
う開発行為※

①3戸以上の住宅を新築しようとする場合
②�人の居住の用に供する建築物として条例
で定めたものを新築しようとする場合※

③�建築物を改築し、又は建築物の用途を変更
して住宅等（①、②）とする場合

―――

都市機能誘導区域外
（都市計画区域内）

⃝�誘導施設を有する建築物の建築目的の開
発行為を行おうとする場合

⃝�誘導施設を有する建築物を新築しようとす
る場合

⃝�建築物を改築し、誘導施設を有する建築物
とする場合

⃝�建築物の用途を変更し、誘導施設を有する
建築物とする場合

届出不要

都市機能誘導区域内 届出不要 届出不要 届出必要

健診の日程 会　場

6月19日（木） 三原まちづくりセンター

6月21日（土） 川本公園管理棟

6月22日（日）��� 悠邑ふるさと会館�マルチホール

※立地適正化計画の公表日現在、住宅以外で人の居住の用に供する建築物を定める条例はありません。
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川
本
小
学
校
だ
よ
り

川
本
中
学
校
だ
よ
り

［
校
長
］
山や

ま
お
か岡�

修し
ゅ
う
こ子

川
中
生
の
さ
わ
や
か

な
挨
拶
に
、
元
気
を
い

た
だ
い
て
い
る
毎
日
で
す
。
川
本
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
、
温

か
い
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
今
後

と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
浜
田
市
立
浜
田
東
中
学
校

［
養
護
教
諭
］
俵た

わ
ら�

麻ま
い
こ衣子

こ
の
度
の
異
動
で
、

川
本
中
学
校
に
着
任
し

ま
し
た
。
校
舎
か
ら
見
え
る
山
々
や
江
の

川
に
、
心
が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

環
境
の
中
に
い
る
川
中
生
の
、
心
身
の
健

康
と
健
や
か
な
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
大
田
市
立
北
三
瓶
小
学
校

［
教
諭
］
森も

り
や
ま山　

聡そ
う
し嗣

こ
の
度
の
異
動
で
、

伝
統
あ
る
「
音
楽
の
町
」

で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

川
本
町
の
魅
力
や
生
徒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

勤
務
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
青
陵
中
学
校

●
専
門
教
科
：
音
楽

［
教
諭
］
福ふ

く
ま間　

啓
ひ
ろ
む

昨
年
度
ま
で
千
葉
県

で
勤
務
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
新
規
採
用
で
川
本
中
学
校

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
沢
山
の
こ
と

を
吸
収
し
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
前
任
校
：
御
宿
町
立
御
宿
中
学
校

●
専
門
教
科
：
数
学

［
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
］

瀬せ
じ
り尻　

恵え
み
こ

美
子

初
め
て
の
事
で
わ
か

ら
な
い
事
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

［
教
頭
］
伊い

と
う藤　

泰や
す
ひ
ろ裕

初
め
て
の
邑
智
郡
勤

務
、
初
め
て
の
小
学
校

勤
務
、
初
め
て
の
職
員
室
の
担
任
。

初
め
て
づ
く
し
で
す
が
、
持
ち
前
の
明

る
さ
と
ガ
ッ
ツ
で
頑
張
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
大
田
市
立
第
一
中
学
校

［
教
諭
］
多た

た
の々納　

�

広ひ
ろ
と人

川
本
中
学
校
か
ら
ま

い
り
ま
し
た
。
10
年
ぶ

り
の
川
本
小
学
校
勤
務
で
す
。

元
気
な
川
小
の
児
童
と
一
緒
に
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
川
本
町
立
川
本
中
学
校

［
教
諭
］
牛う

し
お尾　

直な
お
き樹

津
宮
小
学
校
か
ら
ま

い
り
ま
し
た
。
川
本
町

で
の
勤
務
は
、
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
川

本
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
、
毎
日
を
楽

し
く
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
前
任
校
：
江
津
市
立
津
宮
小
学
校

［
教
諭
］
倉く

ら
み見　

綾あ
や

仁
摩
小
学
校
か
ら
ま

い
り
ま
し
た
。
川
本
の

お
い
し
い
も
の
、
素
敵
な
と
こ
ろ
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
大
田
市
立
仁
摩
小
学
校

［
主
任
主
事
］

山や
ま
ぐ
ち口　

竜た
つ
や也

志
学
中
学
校
よ
り
ま

い
り
ま
し
た
。
事
務
職
員
の
山
口
で
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
川
本
町
で
勤
務
が

で
き
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
元

気
に
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
！
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
大
田
市
立
志
学
中
学
校

［
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
］

毛も
う
り利　

幸ゆ
き
は
る治

川
本
小
学
校
の
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

●
前
任
校
：
川
本
町
立
川
本
中
学
校

新
任
教
職
員
紹
介

新
任
教
職
員
紹
介
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島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

　
　

令
和
７
年
度
入
学
式
　

4
月
9
日
（
水
）
島
根
中
央
高
校
第
19
期
生
82
名
が
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
入
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
式
に

は
前
述
の
82
名
に
地
域
み
ら
い
留
学
生
1
名
を
加
え
た
83

名
が
参
列
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
家
庭
ク
ラ
ブ
手
作
り
の

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
、
堂
々
と
式
に
臨
み
ま
し
た
。

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
・
来
賓
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
は
、
川
本
中
新
入
生
の
一
部
の
声
で
す
。

〈
上
坂　
陽
菜
さ
ん
〉

地
元
の
川
本
町
で
、
部
活
動
と
勉
強
に
一
生
懸
命
励
み

た
い
と
思
い
、
入
学
し
ま
し
た
。
新
た
な
学
校
生
活
を
思

い
き
り
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の
目
指
す
進
路
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
大
勝　
爽
平
さ
ん
〉

様
々
な
人
が
集
ま
っ
て
お
り
、
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
と

い
う
理
由
で
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
勉
強
と
部
活
動
の
両

方
に
力
を
入
れ
、
同
級
生
や
先
輩
と
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
植
田　
穂
乃
香
さ
ん
〉

地
元
の
高
校
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
島
根
中

央
高
校
を
選
び
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
勉
強
と
部
活
の

両
立
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
梶　
紘
人
さ
ん
〉

私
が
島
根
中
央
高
校
を
選
ん
だ
理
由
は
地
元
で
野
球
を

続
け
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と

は
勉
強
で
す
。
部
活
で
は
、
投
手
と
し
て
甲
子
園
を
目
指

し
ま
す
。

〈
本
山　
瑛
大
さ
ん
〉

私
が
島
根
中
央
高
校
を
選
ん
だ
理
由
は
、
地
域
の
方
々

に
恩
返
し
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
参
加
し
た
り
、
野
球
の
大
会
で
好
成
績
を
残
し
た
り
す

る
こ
と
で
町
全
体
を
盛
り
上
げ
、
勇
気
づ
け
る
こ
と
を
目

標
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
森
田　
夏
凛
名
さ
ん
〉

私
が
島
根
中
央
高
校
を
選
ん
だ
理
由
は
い
ろ
い
ろ
な
所

か
ら
来
た
人
た
ち
と
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

様
々
な
出
身
地
の
人
と
交
流
し
な
が
ら
学
校
生
活
を
全
力

で
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
対
面
式
・
部
活
動
紹
介
を

　
　

�

行
い
ま
し
た

19
期
生
82
名
が
入
学

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

新入生代表宣誓
本山　瑛大さん
(川本中出身）

〈
参
加
し
た
新
入
生
・
山
岡
和
佳
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
〉

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

し
て
、
先
輩
方
が
快
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
高

校
生
活
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
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蔵書点検結果報告

No.335
4月号
2025年

ぶっくぶっくんんだよりだより
かわもと図書館 ■TEL 0855-72-0025   ■Fax 0855-72-1061

■ 開館時間／平日9時〜18時 土日9時〜17時  ■ 休館日／火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

4 月 展示テーマ

4月 23日は川本町読書の日

こどもの読書週間企画

あそびのひろば＆えほんのじかん
5月23日（金）10：00～11：30
読み語り　移動図書館

悠邑ふるさと会館 和室場�所

新着図書
一　般　書一　般　書

児　童　書

児　童　書
ももんちゃんあっぷっぷっ　

とよたかずひこ作・絵　童心社
とってもすばらしい場所�マット・デ・ラ・ペーニャ文
パオラ・エスコバル絵　さくまゆみこ訳　岩波書店
つくしちゃんとながれぼし�

いとうみく作　丹地陽子絵　福音館書店
やばっ！�
トミー・ウンゲラー作　アーサー・ビナード訳　好学社
ハンバーグだいすき

苅田澄子文　いわさきまゆこ絵　金の星社
じゃばじゃじゃーん� 柿木原政広作　福音館書店
白い虹を投げる�

吉野万理子作　黒須高嶺絵　Gakken

遊園地ぐるぐるめ　
青山美智子著　田中達也著　ポプラ社

初瀬屋の客�狸穴屋お始末日記�
西條奈加著　文藝春秋

月とアマリリス� 町田その子著　小学館
口外禁止� 下村敦史著　実業之日本社
人生劇場� 桜木紫乃著　徳間書店
猫の刻参り� 宮部みゆき著　新潮社刊
絵馬と脅迫状 久坂部羊著　幻冬舎

■�母の日特集
　�母をテーマにした物語やエッセイ、母から伝わる
保存食などの本を展示します。

■�みどりを楽しもう
　新緑の季節となりました。
　ガーデニングや家庭菜園の本を展示します。

■��こどものとも展示
　�福音館書店の月刊誌「こどものとも」を展示し
ます。

4 月 23 日は、法律で定められた子ども読
書の日です。川本町では、この日を
「川本町読書の日」としています。

小さいときから本を読む楽しさを知っているこ
とは、子どもが大きくなるためにとても大切な
ことです。子どもに読書を勧めるだけではなく、
大人にとっても子どもの読書の大切さを考える
とき、それが「こどもの読書週間」です。
※（公社）読書推進運動協議会ＨＰより

３月１７日から３月31日まで蔵書点検をおこないました。
休館中はご協力いただきありがとうございました。

◉おすすめの本の展示　�◉しおりプレゼント
◉本のコートかけ、修理

蔵書点検結果報告

＜蔵書点検ってなに？＞
・本が正しい棚の場所にあるか。
・不明の本がないか。
などを確認するために、図書館
にあるすべての資料のバーコー
ドを 1 冊ずつ読み取りデータと
照合します。

大賞��カフネ� 阿部暁子著　講談社　

２位　アルプス席の母� 早見和真著　小学館　　

３位　小説� 野㟢まど著　講談社　　

【結果】
蔵書数　57,071冊
　　　　　（内児童書 28,483 冊）

不明資料　５冊
※�不明資料 ･･･ 貸出手続きをしな
いまま持ち出された等の理由で
所在がわからない本です。

2025�本屋大賞が決定

広 報 か わ も と  2 0 2 5 . 4 　16



かわもとスポーツクラブ活動報告

悠邑ふるさと会館 催し物案内Y U Y U  F U R U S A T O  H A L L  

３月２日、浜田市の三保まちづくりセンターで開催
された「第３５回少年少女柔三隅交流大会」に参加し、
日頃の練習の成果を発揮しました。
　　　　�　　　　　（大会結果）
[ 団体戦 ] 高�学年４位、中学年２位
� 長谷心晴、雜賀隆ノ介、深野景太
� 低学年２位
� 雜賀真ノ介、金川元春（石見）
[ 個人戦 ]�中学年３０㎏以上の部�３位�長谷心晴
� 低学年２５㎏以上の部�２位�雜賀真ノ介

3 月２２日、２３日に安来市で開催された「第２３
回はくた花開く町学童軟式野球大会」に参加しました。
予選トーナメントを順調に勝ち進み、決勝トーナメ

ントに進出。決勝トーナメントでは惜しくも敗れ３位
となりました。

３月２３日、江津市民体育館で行われた「江津市ス
プリングサーキット」に参加しました。
今まで１セットも

とることができな
かったチームから１
セットを取ることが
でき、３位グループ
で１位の成績を収め
ました。

三原柔道教室 川本中央スピリッツ

かわもとジュニアバレーボールクラブ

ゆうゆう名画シアター　

カルテット・アマービレwith 竹澤勇人（ピアノ）

上�映

日�時

日�時

料�金

料�金

「侍タイムスリッパー」　
令和7年5月24日（土） 10:00〜/14:00〜 2回上映

令和7年６月８日（日） 14:00開演

一般1,000円/18歳以下500円/未就学児無料
高校生以下：まげなフリーパス持参で無料　

【全席自由】一般1,000円/高校生以下500円
未就学児の入場はご遠慮ください。
本コンサートは、（公財）三井住友海上文化財団の助成により特別料金に設定しています。

<ストーリー>幕末の侍【新左衛門】が、あろうことか時代劇撮影所にタイムスリップする話。新左衛門は行く先々で騒ぎを起こ
しながらも、現代での生活を始める。やがて時代劇の「斬られ役」として第二の人生に奮闘する姿が描かれる、コメディーであり
ながらも人間ドラマとして、手に汗握るチャンバラ活劇です。クライマックスではまさかの・・・。

●�問い合わせ：悠邑ふるさと会館 72-0001

国際コンクールの多数の入賞を記録したカルテット・アマービレが
悠邑ふるさと会館にやってきます。なかなか耳にすることのない弦楽
四重奏に加え、素晴らしい表現力が魅力なピアニストの竹澤勇人を迎
えて、悠邑ふるさと会館大ホールを最上の音楽で包み込みます。

©Akira Muto©Taira Tairadate

三井住友海上文化財団
ときめくひととき第 1058回

　ゴールデンウィークの休館について 悠邑ふるさと会館・かわもと図書館は５月３日（土）から6日（火）の
間休館します。詳しくは暮らしのカレンダーをご覧ください。
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K A W A M O T O  I N F O R M A T I O N

今
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は
６

月
２
日
（
月
）
で
す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
と
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が

あ
れ
ば
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
を
利
用
し
た
便
利

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
下
記
県
民

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
納
税
通
知
書
発
送
日
】
５
月
１
日
（
木
）

【
納
期
限
】
６
月
２
日
（
月
）

【
納
付
方
法
】　

・�

ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
（
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ　

※
詳
し
く
は
、「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

・
コ
ン
ビ
ニ

・
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
な
ど

詳
し
く
は
、
島
根
県
の
県
税
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
方
へ
】

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申
請
に
よ
っ

て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
島
根
県
の
県
税
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納
管
理
課

　
０
８
５
５
-29
-５
５
２
２

令
和
７
年
３
月
24
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
運
転
免
許
証
と
し
て
利
用
（
マ
イ
ナ

免
許
証
）
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運
転

免
許
証
は
次
の
い
ず
れ
か
の
タ
イ
プ
を
選
択
で

き
ま
す
。

❶�

マ
イ
ナ
免
許
証
（
免
許
情
報
が
記
録
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

❷
マ
ナ
免
許
証
と
運
転
免
許
証
の
両
方

❸
運
転
免
許
証
の
み

問
島
根
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

０
８
５
２
-36
-７
４
０
０��

ま
た
は

０
８
５
５
-23
-７
９
０
０
（
浜
田
）

40
歳
〜
74
歳
の
被
扶
養
者
の
皆
さ
ま
が
受
診

で
き
る
健
診
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
康
診

査
で
す
。

協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
康
診
査
は
協
会
け
ん

ぽ
か
ら
費
用
補
助
が
あ
り
ま
す
。

健
診
の
お
申
込
み
は
、
ご
希
望
の
健
診
機
関

に
直
接
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
診
の
際
に

は
｢受
診
券
｣
と
｢マ
イ
ナ
保
険
証
等
｣
が
必

要
で
す
。
※
受
診
券
は
４
月
に
ご
自
宅
に
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

健
診
実
施
機
関
や
受
診
方
法
は
、
協
会
け
ん

ぽ
島
根
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

　��

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
☞

問
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　
島
根
支
部�

保
健
グ
ル
ー
プ

０
８
５
２
-59
-５
１
３
９�

音
声
案
内
②

情じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

差さ

点て
ん

�

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
に
つ
い
て

�

マ
イ
ナ
免
許
証
が
始
ま
り
ま
し
た

�

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
被
扶
養
者
の

皆
さ
ま
が
受
診
で
き
る
健
診

お
知
ら
せ電

話

電
話

電
話

協
会
け
ん
ぽ
島
根

広げよう 事故ゼロかわもとの思いやり

　※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

（
令
和
7
年
3
月
末
）

飲酒 物損 死傷者 人身

0
（0）

5
（8）

0
（0）

0
（0）

川
本
町

0
（0）

30
（26）

0
（0）

0
（0）

川
本
町

累
計

0
（0）

31
（41）

0
（0）

0
（0）

郡
内

月
計

まげなポイントの休止

今年度から
J-COINペイの

「まげなポイント」は
休止します。

機密性2

②記事原稿 （1/4ページ版）

令和７年３月分（4月納付分）からの保険料率をお知らせします
協会けんぽ島根支部
の加入者・事業主の皆さまへ

◇お問い合わせ先◇ 〒690-8531松江市殿町383山陰中央ビル２階 全国健康保険協会島根支部 0852-59-5139(平日8:30～17：15)

健診から始まるサイクルで ３つの「もったいない」をなくしましょう！

協会けんぽ島根支部キャラクター しまめちゃん

健康
保険料率 99..9922%%    99..9944%%

※任意継続被保険者の方は４月分（４月納付分）から変更

現行

1.60%  11..5599%%介護
保険料率

現行

０１「健診受けない」
もったいない

０２「受けっぱなし健診」
もったいない

０３「健康づくりを継続しない」
もったいない

特設サイト
はこちら→

広 報 か わ も と  2 0 2 5 . 4 　18



くらしの情報 カレンダー 5月
日 月 火 水 木 金 土

27

4

11

18

25

28

5

12

19

26

29

6

13

20

27

30

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

●健： 健康相談・検診　　　●公： 公民館
●悠：悠邑ふるさと会館　　●図：図書館
●三：三原まちづくりセンター
●す： すこやかセンター（社会福祉協議会）
●サ： 子育てサポートセンター
●学：学校　　　　　　　　●保：保育所
●教：教育委員会　　　　　●観：観光協会
●ド：ドクターカー巡回
●診：休日診療情報 10：00 〜 16：00
  　　（変更となる場合があります）

●ゴ  ： ゴミ収集
Ａ地域   （ 木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･　　

天神町･谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域 （因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域 （西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕 毎週火曜日･金曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕 毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕 毎月第２・４水曜日（町内全域）

《4月の納税》
◆ 固定資産税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《5月の納税》
◆ 軽自動車税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料　　
※必ず納期限までに納めましょう。

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

憲法記念日

●診  前眼科医院    
加藤病院

●ゴ    カ ン・ビ ン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(A
地域)

●ゴ    カ ン・ビ ン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(B
地域)

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

あいさつの日
●ゴ    カン・ビン・新

聞・ 雑 誌・ 段
ボール・不燃ご
み(C地域)

●悠  私だけのスタ
インウェイ

●悠  悠邑名画シア
ター

●教   ニュースポーツ
体験（午前：三原
まちづくりセン
ター、午後：川本
西公民館）

●健  健康相談13:30
〜14:00(川本西
公民館)

●診   邑智病院     
加藤病院

●診   前眼科医院   
加藤病院

しまね家庭の日
春 夏 秋 冬 を 楽 し む
ウォーキング（笹遊里）
●ゴ    邑智クリーン

センター直接
搬入(一般家庭
ごみ)9:00〜
16:00

●診   星ヶ丘クリニック 
大隈医院

食育の日

●診   星ヶ丘クリニック 
大隈医院

●健  健康相談11:00
〜 11:30( 三 原
まちづくりセン
ター)

●ド  芋畑集会所
9:00〜10:00、
田窪自治会館
11:00〜12:00

●健 /●サ 教育&乳幼
児相談10:00〜
11:30(悠邑ふる
さと会館)

16 日のマイナンバーカード時間外・
休日受取窓口のご利用には、前日まで
に予約が必要です。
【予約・問】町民生活課：72-0632　

みどりの日

●診   邑智病院     
波多野診療所

こどもの日

●診   邑智病院     
加藤病院

振替休日

●診   三上医院     
加藤病院



編集後記

川本町の人口 ※（　）は前月との増減

人
合 　　計 男 人
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うち65歳以上 
うち15歳未満 
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人

令和7年3月31日現在

※�住民基本台帳を基にした、令和7年3月中の異動状況

（前年同期�2,955人）
（前月比　　��-31人）

2,915�
1,386 （−22人）

（−9人）
1,316人

269人
1,557戸

28 人 0 人 0 人
53 人 4 人 2 人

1,529

川本町ふるさと納税返礼品紹介

令和７年３月８日（土）、株式会社三協（静岡県富
士市）から寄贈された河津桜の植栽イベントを三原
地区で開催しました。
当日は、多くの

町民の方々が参加
し、( 株 ) 三協の社
員の方と交流を深め
ながら、三原まちづ
くりセンター付近に
２００本の桜の苗木
を植栽しました。

３月１４日（金）、坂町にて「坂町・川本町女性交
流会」が開催されました。
ニュースポーツで交流を深めた後、砂防ダム・牡

蠣養殖の見学をしました。
令和７年度は川本町にてお迎えする予定となって

います。

河津桜植栽イベント 坂町・川本町女性交流会

まちの 歳 時 記f ile115

暮らしの中で、道路や河川、土地の登記、社
会福祉、医療・年金など、どこに相談してよい
かわからない、国や行政機関に対する手続きで
困っている、といったことはありませんか？

このような問題について、総務大臣から委嘱
された行政相談委員が、相談や苦情、ご意見を
受け付け、公正中立な立場から、相談者への助
言や行政など関係機関に改善の申し入れなどを
行います。相談は無料です。お気軽にお越しく
ださい。 ※予約は不要です

※ 相談者が複数の場合は、別室でお待ちいただくこととな
ります。あらかじめご了承ください。

行政相談委員：東　昭久

行政相談所の 開 設 令和７年度の日程
月　日 時　間 会　場

4月24日㈭
6月26日㈭
8月28日㈭
10月28日㈫
12月23日㈫
　2月24日㈫

10:00
〜

12:00

悠邑ふるさと
会館
中会議室

■お問い合わせ　町民生活課　72-0632

ふるさと納税ポータルサイト「ふる
さとチョイス」において、川本町人気
返礼品 No.1 に老舗家具店の手作り小
物入れ（大）が選ばれました。間伐材
を活用し、川本町で長年家具店を営む
経験豊かな職人さんにより、一つ一つ
丁寧に作られています。ぜひ、皆さま
のご寄附をお待ちしています。

ふるさとチョイス人気 No.1!!
老舗家具店手作り 小物入れ（大）

50,000円～寄附額  
 ※�ふるさと納税制度の規定で、川本町

外にお住まいの方からのふるさと納
税に対してのみ返礼品をお送りして
います。

【問】川本町ふるさと納税�
お問い合
わせ窓口�☎74-2260（OTO-LaVo）お申込はこちら ▼

　　　　　　 4 月から本紙を担当することとなりました。これまでと違う環境での仕事に不安も多
くありますが、皆さんに喜んでいただける広報紙の作成に努めて参ります。よろしくお願い致します。
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